
　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

構造設計特記仕様　その１
A1:

A3:

S-01

6φ

mm

○支持地盤、地層及び深さに
 ついてのコメント

設計地番とは約　　mの距離がある

○備考　（土質試験の内容等）

法第20条第二号（ RC造高さ20ｍ超 S造　4階建以上

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画があるものに〇を記入する。

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

水平地盤反力係数の測定

試験掘（支持層の確認）

調　査　項　目 資料有り 調査項目調査計画 調査項目資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

ボーリング調査 静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

PS検層

布基礎 試験掘

載荷試験

載荷試験深さ GL- m、長期許容支持力度

kN/m2

ベタ基礎

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

浅層混合処理工法

コンクリート杭 スランプ

セメント量

単位水量

支持層-

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

鋼管補強杭

拡頭　拡底杭拡底杭

手堀

機械堀

コンクリートFc

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針　日本建築センター2002」を参考とする

杭　　種 材　　料

場所打ち

杭　　種

施　工　法

施　工　法 備　　考

深礎

鋼材

鋼材

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

（ （有 （ 打ち込み 載荷無） 孔壁測定）

杭径（mm） 設計支持力（kN） 杭の先端深さ（m） 特 記 事 項本　数

本

施工計画書工作図製作要領書製作工場

高力ボルト鋼材 特殊ボルト 頭付スタッド

材料規格証明書※、または試験成績書

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

社内検査表

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

日本建築学会「ＪＡＳＳ６　2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査　補強マニュアル」

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

※一社）日本構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明書、またはミルシート

備　　考

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率又は検査数

第三者受入検査 工事監理者

平成１２年建設省告示第１４６４号第二イ、ロ

第１４６４号第二号による

（目視及び計測）

※平成１２年建設省告示

物の場合に実施する

％ 個 ％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個％ 個

個 個 個

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

工場自主検査

外観検査（※）

示温塗料塗布

硬さ試験内質
検査
（注）

超音波探傷検査

マクロ試験　その他

外観検査（※）

第三者検査機関名 （都知事登録 号）

（突合せ溶接）

検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

注２）知事が定めた重大な不具合が生じた場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

有　（　敷地内　　近隣）

軸力導入試験 高力ボルトすべり係数試験要 否 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上が無いことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

を使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。

JIS K 5621 JIS K 5625 JIS K 5674ペイントは、 （フォースター　F☆☆☆☆）

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

完全溶込み溶接部

備　　考

品質基準強度 比　重スランプ

（スランプフロー）階 部　位

適　用　箇　所 設計基準強度

柱 壁梁
床版

柱 壁梁
床版

壁梁

床版梁

柱 梁
床版

地中梁基礎

土間コンクリート ※本仕様適用外

※本仕様適用外捨てコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

塩化物量

水セメント比

セメントの種類

材齢（

養生（

）

）

A種 C種B種 190150120

空気量

使用箇所（厚

備　考

使用径

100

備　　考

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式継手

鉄　　筋

高強度せん断補強筋

（ ）

異　形　鉄　筋

機械式定着工法

大臣認定番号

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと

注１）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注２）各継手の使用箇所については本使用その2の9.（2）鉄筋の項の鉄筋継手の項にて表示すること。

kN/m2

溶　接　金　網

溶接材料

種　類

種　類

使　用　箇　所

現場溶接

JIS A 5406

JIS規格・認定番号等

MSRB-

壁柱

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

床版

溶融亜鉛めっき高力ボルト

）

大臣認定番号（ ）

）大臣認定番号（ ）（

）（

高力ボルト

mm

アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

ナット（

ナット（

ナット（

シングル ダブル）

シングル ダブル）

シングル ダブル）

ボルト

頭付スタッド

使用箇所

柱

使用箇所（ 小梁）柱 大梁

使用箇所（ 小梁）柱 大梁

一社）日本鋼材協会「建築鉄骨工事施工指針」

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

床版

改築新築 増築

その他　）木造高さ13ｍ超

必要としない必要

地下

地下

地下

地上

地上

地上

搭屋

搭屋

搭屋 階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階～ 階

階～ 階

基礎

鉄骨造

鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）

（RC） 免震建物

制震建物

搭状建物

構　造　種　別 該　当　階　等 架構特徴等

鉄筋コンクリート造

共同住宅 病院 店舗事務所

キュービクル

（S）

太陽光発電設備

（c）

（d）

（a）

（e）

風荷重

雪荷重

特殊の荷重及び仕上材

受水槽 エスカレーター

（N/m2）主な積載荷重

室　　名 床　　用 架　構　用

ｋN

1次設計用地震力（b）

Ｙ方向ルートー（ ） ー（ ）Ｘ方向ルート

Ｘ方向

擁壁 機械式駐車場門塀

地　震　用

既製杭　杭種 杭　　種

型式　厚　その他 使用箇所材　　種

ALC （JIS A 5416）

有

Pca版

押出し成形セメント版

ハーフPca版

折　版

特殊デッキプレート 大臣認定（ ）

無

厚

厚

厚型式

Ｙ方向

柱 壁梁
床版

床版

床版

壁

壁

屋根

床版

使用・構法

ロッキング

スライド ボルト止め

修正箇所は下線を引くこと

適用は　　　印を記入する
その１

０ ０

倉庫

階～

無　（調査計画　　有　　無）

工場

高架水槽

エレベーター 基

基

駐輪場 屋外階段

有 無

有 無

認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）

有 無

有 無

大臣認定品・認定番号

大臣認定品・認定番号

○調査地番

○位置図

Ｎ
値

深
度

土　質 標準貫入試験

壁

腰壁

（注）東京都の要綱に

（注）A4

基づき必要となる建築

を示す

意匠図による

※告示1399号より、床面より4ｍを超える部分の耐火被覆は不要。

２　建築物の構造内容

３　使用建築材料表（使用構造材料一覧表）

５　地業工事

４　地　　盤 ６　鉄骨工事（施工方法等計画書）

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎　杭の位置を明記すること）

（１）直接基礎

（２）地盤改良

（３）杭基礎

（１）鉄骨工事は支持ない限り下記による

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

（６）防錆塗装

（７）耐火被覆の材料

（１）地盤調査資料と調査計画

）（レディ－ミクストコンクリート

（２）コンクリートブロック

（３）鉄　筋

（４）鉄　骨

（５）ボルト等

（１）コンクリート

（10）

（12）

（13）

一次設計時用層間変形角

（11）

屋根、床、壁

特定天井

付帯工事

（９）構造計算ルート

（８）設計荷重

（７）屋上付属物

（６）主要用途

（５）構造種別

（４）階数

（３）構造設計一級建築士の関与

（２）工事種別

（１）建築場所

（２）仕様書等の優先順位

（１）本仕様の適用範囲

１　本仕様の適用範囲

JIS Q 1001 JIS Q 1011 JIS A 5308

（JIS G 3112）

SN400A

SN490B

SM400A

BCR295

SS400

SSC400

STKR400

STKN400

TMPC325

SN400B

SN490C

SS490

SM490A

BCP235

STKR490

BCP325

SN400C JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3466

JIS G 3350

JIS G 3475

JIS Z

外壁胴縁　他

柱

M

M

M

mm

mm

L=

L=

L= mm

L=

L=

（JIS　B1198）

mm

φ＝

φ＝

深さ GL-

N/mm2

cm以下

kg/m3

kg/m3

Ⅰ種

A種 B種

Ⅱ種 Ⅲ種

C種

DAM105 D13

Fc85

Fc105

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

PRC

PHC

鋼管

SC

m

無

無有

有

有 無

号

日月年

第

第 号

認定

埋め込み

打ち込み

BFK工法(TYPE1)

A4

A4

100

100

AOQL 4% 第6水準

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が　18N/ｍｍ2以上　60N/ｍｍ2以下の

コンクリートと、JIS　G　3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSd490の鉄筋

コンクリート用棒鋼を用いる長さが、60ｍ以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の

設計及び工事に適用する。

kN

Co ＝ K（地下） ＝Rt ＝Z ＝ 1.000.2

ｍ/sec30.0Vo ＝基準風速Ⅲ地表面粗度区分

設計用雪荷重垂直積雪量

radrad１/

cm kN/ｍ2

kNkN

ホイストクレーン

H=

SS400

図示 図示 （JIS　B1220）

S10T

F8T

12M 4.8T（4T）

M16

M16 M20

M20 M22

M22 M24

M24

（JIS　B1180）

F10T（JISB1186）

（JIS G 3551）

u12.6

D10～D16

685

785

1275

4.5％以下 3.0％以下

50％以下65％以下

AE減水剤 高性能減水剤

175 kg/m3 以下185 kg/m3 以下

200 kg/m3 以上

現場水中標準 現場封かん

91 日56 日28 日

水道水 地下水 工業用水

砕砂山砂

砕石

砂

砂利

低熱ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

2.3

2.3

2.315

15

18

24

21

18

0.3 kg/m3 以下

ｃｍ

Fc = N/mm2 Fq = N/mm2 γ = kg/m3

10 20 30 40 50

１/

MSTL-0142

MSTL-0129

150 3.15

18 2.31521

設計GL-

○孔内水位

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要領

○近隣データの調査地番と

厚

図示 図示

m、支持層- 、長期許容支持力度

７　設備関係

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

８　その他

有有

小梁,間柱他

外壁胴縁　他

独立基礎

STK400

構造設計特記仕様

３ ３

STK490

200 200

ABR400

２

QL-99-50 1.2

年 月 日

認定

 t

SD295

D19～D25SD345

D29以上SD390

SD490

D.PL

屋根0.8+0.6

1 2

空調室外機 kN/台

(S-12図参照)

（ 令 第 129条 の 2の 3の 事 項 を含 む ）

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれが

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、

ないものとすること。

緊結すること。

支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造

又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造と

すること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示

すること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造と

して、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

　＊「給湯設備」：建築物に設ける電機給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備　を除く。）は、

*

*

給湯設備　は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

基礎 21

ラップルコンクリート

普通ポルトランドセメント

3900 20002900

有

スラリー系機械撹拌式深層混合処理工法(ウルトラコラム工法)

1.30 150

大梁

ダイアフラム

富山県黒部市石田字林割6525番1　地内

福祉施設

太陽光パネル(将来対応)     N/m2200

防災デッキ(将来対応) 下地共     N/m2250

一般室

食堂

倉庫

厨房

2300 2100

3500 3200 2100

1100

2900 1900  800

0.9

30 1

170



100 100

16

19

　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
構造設計特記仕様　その２

S-02



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

S-03



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

S-04



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)

S-05



(通しダイヤフラムの場合）

 S：脚長  （単位 ㎜)
(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース

鉄  骨  構  造  標  準  図  （１）

・柱が途中で折れる場合、及び梁せいが異なる場合

側板に注意のこと
は溶接と添板の内
大梁が斜めの場合

※

※

2

2

53※ｔ＞16㎜の場合は、　～　とする1

θ=75°～105°
t＞柱フランジのプレート厚

4

接しないこと
フランジが柱のＲに

θｔ

内ダイヤフラム

　　　　　　　　柱フランジ厚 16mm 以上の場合　SN490C を使用する。

ダイヤフラムは、柱フランジ厚 16mm 未満の場合　SN490C、SN490B

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

ダイヤフラム厚は、接合する梁の最大圧の２サイズアップとする。

θ：開先角度
Ｇ：ルート間隔

θ
G

裏当て金

スカラップはr=20㎜とする
但し梁成がD=150㎜未満の場合の

r=30-35㎜
ｒスカーラップ

r35

r10

る設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とす

    基準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行

(ﾍ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいため

    ない様に、養生を行う

    し、部材に確認マークを付ける

(ﾎ) 裏はつり

(5) 塗装

(ﾆ)ノンスカラップ工法

(ﾊ)スカラップ半径は30～35㎜と、10㎜のダブルアールとする

    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

    グラインダー仕上げとする

(ﾛ) 裏あて金

    又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

    溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断して、

    NCG、GC:40㎜以上とし特記のない場合は、
かつ2t以上

組立て溶接は溶接の始、終端、遇角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(ﾊ) サブマージアーク溶接機一式

(c) 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(a) 鉄骨製作及び施行に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

Ⅲ) エンドタブの長さは、MC：35㎜以上 35㎜以上

Ⅱ) エンドタブの材質は、母材と同質とする t

    エンドタブを取り付ける

Ⅰ) 完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

(ｲ) エンドタブ

(f) 溶接施工

開先面裏はつり側にする。

仮付溶接

(ﾛ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

良仮付不良良仮付不良

(ｲ) 仮付位置

(e) 組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

上向 O横向 H立向 V下向 F

(d) 溶接姿勢

アークエアーガウジング(AAG)セルフ(ﾉﾝｶﾞｽ)シールドアーク半自動溶接(NGC)

ガスシールドアーク半自動溶接(GC)アーク手溶接(MC)

(c) 溶接方法

(ﾍ) 溶接棒乾燥器

(ﾎ) 溶接電流を測定する電流計(ﾛ) アークエアーガウジング機(直流)

(ﾆ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機(ｲ) 交流アーク溶接機 300A～500A

(b) 溶接機器

技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

(a) 溶接技能者

(4) 溶接接合

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(3) 高力ボルト接合

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(2) 工作一般

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

(a) 構造設計仕様による

(1) 材料及び検査

１．一般事項

25
以

上

25以上7

7

7

  溶接棒角度θは30°～40°とする

t＞19㎜

t＝ｔ/4

t＝ｔ/4

型・ ・Ｂ．Ｈ方式

40以下

30以下 250以下

350以下

350以下

350以下

40以下

40以下

YGA-50W､50P

YGW-18､19

YGW-11､15

JIS Z 3212､3214

YGA-50W､50P

YGW-18､19

JIS Z 3211､3212､3214

490N級鋼

400N級鋼

バス温度差(℃)入熱(KJ/㎝)溶接材料鋼材の種類

・鋼材種別による溶接条件

ｔ

接する事
フラム厚み(t)の内部で溶

7 ※はりフランジは、通しダイヤ

53※ｔ＞16㎜の場合は、　～　とする1

4

4

※

※

1
4

4

1

断面Ａ

4 4

※
※

3

4

7

4

4
4

3

※

※

※

※

※1

※

※

※

※1

1

回し溶接する
スカラップ部分は

※
※

※

※

※

※

3

1

4

4

4

7

53※ｔ＞16㎜の場合は、　～　とする1

1

1
1

1
1

1 1 1

1

1
1

1

53※ｔ＞16㎜の場合は、　～　とする1

53※ｔ＞16㎜の場合は、　～　とする1

エンドタブが交互に
25以上かつ

7

7

4

※1
※

※

※1

※1

4.5

t

S

6≦t＜12

t＞19

θ=45°

・両端に補強隅肉溶接を付加する

・両側に補強隅肉溶接を付加する

(1)  隅肉溶接

・補強隅肉溶接を付加する

G

G=0

R≦2

t$1

S

・AAG( )内はGCでFHの場合

f＝t/4

645°

6

・9㎜～16㎜は1スパン以上、19㎜以上は2パス以上とする
・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

B 81225プレート
71122
61019
5916８

813θ
φ

479
SBφ

寸法 (㎜)
4

(4)  フレアー溶接

F.V溶接姿勢
35°35° 899899

5945°59935°12≦t≦19 Ａ
56645°56645°
Lt$1GθLt$1Gθt ㎜ ※

1GCMC NGC

L L25㎜以上
G

t$1７
R≦2

t
平面詳細f

f=t/4

4F.V溶接姿勢

6＜t＜19㎜t
(裏はつり後溶接)

(裏はつり後溶接)G=0～2G=0～2

R≦2 t t$2６ t$1
af 1

5 1θ=45° 平継手で板厚が異なるとき削り面のとき4㎜とする)
a＞4㎜の場合

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜

1F.V溶接姿勢
4G=0～2

t
θ=60°

f
4t＞191/3t
312＜t≦19tR≦2 2/3t
24＜t≦12

５ f
1t≦4

θ=45°（55°） 余盛の高さ ㎜のど厚 t㎜ 断面図ＡＡ
Ｔ形突合せ継手余盛

25㎜以上
F.V溶接姿勢

L t$1 89935°89935°16≦t
R≦2

t 8989935°12≦t＜16

f 56645°56645°6≦t≦12
４

Lt$1GθLt$1Gθt（㎜）θ

GCNGCMC

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

f

F.V溶接姿勢R≦2 t
6＜t＜19㎜t

f
３

θ=45°

根巻の場合

(3)  完全溶込み溶接
80以下

15
0以

下

θ=60°θ=60°
F.V溶接姿勢

4
内ダイヤフラムt＞16㎜t

２

SS t≦t$1
あたらぬことD$1D$1

t/4≦S≦10㎜
断面ＡＡt

内ダイヤフラム
(2)  部分溶込み溶接

10
0以

上

t$2   厚とすることが望ましい
・軸力が加わる場合のSは母材と同

S
  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

回し溶接する・tはt$1、t$2の小なる方とする
スカラップ部分は・但し片面溶接の場合はS＝tとする

１ 121076 φ=20
ガス抜き14～1611～138～107以下t

SS t$1
t≦16㎜

の角のＲに接しないこと
内ダイヤフラムの場合は柱

断面図ＡＡ
平面詳細図

２．溶接基準図

・ＢＯＸ型

・ 溶接記号番号を○中に記入のこと

・両端に補強すみ肉溶接を付加する

・両側に補強すみ肉溶接を付加する AAG

YGW-11､15

(使用箇所に注意)

(平継手、T継手)

　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
鉄骨構造標準図(1)

S-06



・既製品（ＯＳリング岡部㈱）を使い、計算で安全性を確認すること。

　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
鉄骨構造標準図(2)

S-07



基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2025/10 現 場 施 工（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用） 工場加工
(#)：センクシアの担当範囲ハイベースNEO工法設計施工標準

MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート) １．捨てコンクリート打設１． 溶　接　材　料大臣認定
MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　 柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。BCJ評定-ST0058（Gタイプ） JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）被覆アーク溶接同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。BCJ評定 BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）
２．墨出し

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定するガスシールドアーク溶接

３．アンカーボルト搬入（#）
※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　設　　　　計

４．アンカーボルト据付（#）（柱端部に開先を設ける）２．ベースプレートの鉄骨柱への取付けＧタイプ用アンカーボルト部品１． 材質
※2 上部形板

ナット ※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接a ボルト上端（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板
アンカーボルト

座金 ※開先形状は参考開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１ＢによるSエコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）
Ｂ

※1ベースプレート
※２ ※２ ※２ ※２

2ベースプレート t ナットの形状Ｃ ベースプレート形状 開先形状アンカーボルト エコナット ナット 座　金 定着板 モルタル上端 エ高強度柱適用タイプエコタイプ アンボンドスリーブ下端B LP アンカーボルトの設置は
※５ ＨＪＩＳ　Ｇ３１０１ 柱※４ コ 角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式） 定着板ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢJIS G3136 

φｄアンボンド アンカーボルト規　格 （一般構造用ＪＩＳ　Ｇ３１０６大臣認定取得材 自立できる形式とし、TMCP鋼 L※４ ０ タ（六角ナット）（大臣認定取得材） 。スリーブ アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト又はTMCP鋼 圧延鋼材） アンカーボルト アンカーボルトφｄ1 裏当金L 設置イ ８本タイプ４本タイプ１２本タイプ４本タイプ ８本タイプ 3
5 捨てコンクリートに固定する。E たてアングルメートル並目 メートル並目 メートル並目 - -ねじの種類 - - 柱下端プアンカー φＤ1 7 ピンアンカー座金の形状板厚40mm以下の場合 スカラップボルト ・

t2 2 （H形柱の場合）twSN490B 高定着板TMCP385B,C S降伏比 ７０％以下備　考 ＳＭ４９０Ａ ＳＳ４００- 強度区分5 ベースプレート板厚40mm超の場合 強
アンカーボルト設置例TMCP325B,C aナット ※2 度mm( ) 注意エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。 ！ （架台の形状は異なる場合あり）

高強度角形鋼管柱用（KB型式） H形柱用（EH型式）
アンボンド 柱

１アンカーボルト ナット アンカーボルト座　金 ※※ アンカーボルトＧタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式） 柱はベースプレートのフラット面にスリーブ
１２本タイプ８本タイプ適

※１ ※２ ※２ ※２ ね ２ｔ はベースプレート台座厚さを 取り付けてください。 レ ベ ル平　面対ねじ 全 外 高 二余 厚 内 外定軸ベースプレート アンカーボルト ナット 座　金 定着板 じ 用示し、ハイベースＮＥＯ型式に アンカーボルト孔周辺に凹加工して角着の タＪＩＳ　Ｇ３１０１ 面 よって変わります。長ピ いる面はベースプレート裏面であり、ＪＩＳ　Ｂ１１８１ 長ＨＡＢ 距ＨＣＷ４９０B 長ッ呼 長 径 さ さ 径 径（一般構造用 径規　格 ＪＩＳ　Ｇ３１０６ イ アンカーボルト（大臣認定取得材） チ 無収縮モルタルと接する面となります。（大臣認定取得材） （六角ナット） 幅び 離さ さ※２圧延鋼材） プ２※ アンカーボルト※３ ※３
tw φd1 φD1φｄ P S a L L0 E H B C ａ寸法は設置誤差を考慮した設計メートル並目 メートル並目 - -ねじの種類 - ベースプレート形状 開先形状 設置精度の時の最小寸法です。 基準高さよりの誤差eh3M24 24 105 10 480 645 29 19 36 42 6 25 44

Ａ
±

ｅ

強度区分5 (二重ナット時） 施工時は、ねじ山が最低３山 角形鋼管柱用（GB型式） 円形鋼管柱用（GM型式）ＳＮ４９０Ｂ同等 降伏比 ７０％以下備　考 ＳＭ４９０Ａ ＳＳ４００ 3.5M30 30 130 13 600 800 35 24 46 53 6 31 56 目標値強度区分8 (一重ナット時） －３ｍｍ≦eh≦10mmナットの外に出るように余長を Ａ±e130 925 アンカーボルト アンカーボルト※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230） M36 36 4 16 720 41 29 55 64 6 37 66 確保してください。150 955
４本タイプ ８本タイプ※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります 155 1080 柱4.5M42 42 18 840 48 34 65 75 9 43 78

165 1110 ｅ≦３ｍｍ
175 1235 ３※M48 48 5 22 960 54 38 75 87 9 50 92 。（２）ベースプレート下面のモルタル （形板芯にて検査）190 1270

裏当金
185 1420 上段はGB型式及びGM型式の場合、 3

5

5.5M56 112056 24 62 45 85 98 9 58 105 G210 1470後　詰　め 柱下端ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと 下段はGH型式の場合の寸法です。
200 1610※ 7M64 128064 6 28 70 51 95 110 12 66 115 スカラップタモ ル タ ル ５．鉄筋配筋・型枠の立込み※ センクシアが供給するものに限る同等以上の無収縮性モルタル 230 1660 ベースプレート 2 （H形柱の場合）H形柱用（GH型式）アンカーボルト 上端イM72 1440 185072 6 250 30 79 58 105 121 12 74 125 Ｈ○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル １２本タイプ ６．基礎コンクリート打設プ中 心 塗

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。） ・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。部分モルタル 基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。ベースプレート
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。○強度はこれに接するコンクリートの強度以上 注意！
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。） ７．中心塗り部分モルタル施工

（３）基礎・基礎ばり
ベースプレートのアンカーボルト孔径 (mm)

ベースプレート○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート ねじの呼び M24 M30 M36 M42 M48 M56 M64 M72 Ｄコンクリート
エコタイプ 中心塗部分モルタル２○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ 38 44 50 57 - - - -高強度柱適用タイプ d

s

D
s ３．組 立 溶 接 ４．本 溶 接 の 手 順

- ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。Ｇタイプ孔径 38 45 53 61 70 79 87ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼鉄　　　　筋
角形鋼管 円形鋼管 H形 角形鋼管 円形鋼管 H形へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形 定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通） 後詰めモルタル

t
s

２(mm) 40mmat 40mm ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３２． アンカーボルトのセット寸法 4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用 定着板（4本タイプ用） bt ※ねじの
厚さ 厚さ 厚さ外径 内径 内径 内径幅 幅長さ 長さ およびこれと同等以上の無収縮性モルタル呼びエコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品
ts Ds ds td ad bd dd tt at bt dt dtad ４ a３コンクリートスラブ天端 注入方法はヘッド圧工法による。

4
0
m
m

M24 16 70 27 - - - - - - - -※2a (1)ウェブの両面すみ肉溶接エコナット ボルト上端 40mma
t

※ センクシアが供給するものに限るM30 16 90 33 9 180 65 33 - - - - (曲げ負担の場合は、
座金

φD1 d
d

b
d

b
t

S C M36 19 100 39 9 215 75 39 - - - -Co 完全溶込み溶接とする) （イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合１ aベースプレート ※1 M42 22 120 45 9 240 85 45 9 225 85 45
2t M48 25 140 52 9 270 95 52 9 260 95 52モルタル上端 Bo B １００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下対辺ごとに溶接φd1 １パスごとに組立溶接 組立溶接組立溶接M56 28 160 60 9 305 110 60 9 295 110 60下端 柱フランジB LP を行う。 全周溶接を行t

d

t
t

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、M64 32 180 68 12 330 130 68 12 340 130 68
φｄアンボンドスリーブ う。定着板（8本タイプ用） 定着板（12本タイプ用） （自動ロボット溶M72 - - - 16 380 145 76 16 375 145 76L ０ 　　　 および H２５０以上の場合

Ho H 接の場合はこれL ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。E (2)開先部の溶接tw １５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下によらない）
エコナットの形状 ナットの形状 座金の形状アンカーボルト

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法 （ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合５．溶 接 施 工 一 般
定着板 S ベースプレート ３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

柱モルタル ｅｍ 鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。a ※2 予　熱 中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生ナット mm( )
アンボンド ｔｍ 基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。溶接余盛はベースプレート側A点からアンカーボルト エコナット ナット 座　金

柱スリーブ Ｂ 柱側B点へ向かってなめらかになるよね
裏当金対 対 基礎柱形ねじ 全 外 高 二余 高 二 厚 内 外定軸 うに施工する。じ B EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式角 角着 余　盛の ｅｍ面 面長 Aピ 余盛高さは、柱接合突出部形状に対応長 ベースプレート距 距長ッ呼 長 径 さ さ さ 径 径径

チ Ａ し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り幅 幅び 離 離さ ８．鉄骨建方 ８．鉄骨建方さ※２
高さに準拠する（Ｇタイプ）。ｅｍ ｅｍ

tw φd1 φD1φｄ P S a L L0 E H0 B0 C0 H B C 　　アンカーボルト締付
９．モルタル注入枠設置（#）95 400 550 寸　法各　部　名　称 備　考 柱ウェブM24 24 3 10 29 22 46 53 19 36 42 6 25 56 アンカーボルトは隙間がないよう確実に105 480 645

110 400 580 エンドタブエンドタブの取付とＨ形柱ウェブのH形柱の※3 中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ） 標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ3.5 ３０≦ｔｍ≦７０ｍｍM30 許容範囲30 13 35 27 50 58 24 46 53 6 31 60 後詰めモルタル充填（#）締め付けを行う。130 600 800エコタイプ ハイベース480 690 すみ肉溶接
M36 36 4 130 16 41 33 55 64 29 55 64 6 37 66 溶接 ウェブ突出部ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）720 925 許容範囲ｅｍ≧３０ｍｍ eｍ≧２５ｍｍ １０．アンカーボルト締付（#）155 108042 4.5 18 840 48M42 ９～１０．モルタル注入枠設置（#）38 65 75 34 65 75 9 43 78

高強度柱適用タイプ 165 111042 4.5 18 840 48M42 38 65 75 34 65 75 9 43 78 ４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値） 予備締め後詰めモルタル充填（#）
柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。１ ２※※ 注意ｔ はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。 ！

２※ ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。 マーキングアンカ－ボルト アンカーボルト締付確認（#）
施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。 ナット回転法による本締め６． 検　　　　査 ベースプレートと座金とナットが密着３※ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、 基礎柱形主筋 +10°

（30°回転、許容差：　　）エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。 していることを確認。 -0溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。定着板 方　法・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、 探傷は柱フランジ側から行う。
　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。 １１．モルタル注入枠取り外し

（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。注意！ 上
部
定

着
長

さ
L
t

不良溶接部の
　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。 （２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。下部定着長さLt 　　 　補正・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。 ５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

https://www.senqcia.co.jp/ １．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）ＵＲＬセンクシア株式会社
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２
３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。注意！中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７ 中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６ ４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５ ５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０
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ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）
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札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状
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320

320
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370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

24-D25

16-D22

12-D19

8-D16

8-D16

8-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

24-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D29

16-D25

24-D25

28-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

20-D19

12-D19

16-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@80

D16@100

210

200

300

350

200

300

350

470

280

350

440

610

250

490

590

730

510

610

490

590

630

470

570

730

420

520

570

640

810

550

710

420

510

550

710

810

540

700

630

410

500

540

700

780

790

950

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

890

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

8-D16

8-D16

8-D16

8-D19

12-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D22

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D22

12-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

12-D25

20-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D29

24-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D13@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

16-D16

16-D19

12-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@80

D16@100

210

210

200

300

350

200

300

350

470

280

350

440

610

250

490

590

730

510

610

490

590

630

470

570

730

420

520

570

640

810

550

710

420

510

550

710

810

540

700

630

410

500

540

700

780

790

950

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48

4-M56

12-M48

12-M56

12-M42

257

308

180

207

250

288

366

242

294

129

187

90

133

217

306

458

133

198

386

495

270

340

467

594

824

375

492

960

1120

720

840

960

960

1120

840

840

163

192

109

131

152

162

192

138

150

1200以上

1350以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

1100以上

1100以上

－

－

－

－

－

－

－

180

190

339

408

419

498

580

817

923

317

475

1000 24-D25 6801000 32-D25 D13@100 1000 20-D25 D13@100 6801000 32-D25 D13@1001000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

24-D25

28-D25

12-D25

16-D25

16-D25

24-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@100

4-D16@100

4-D16@80

680

630

490

610

530

680

770

790

950

1000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

20-D25

20-D25

12-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D29

20-D29

24-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@100

4-D16@100

4-D16@80

680

630

490

610

530

680

770

790

950

8-M42

-64 8-M64 850 690 390 105 68 346 464 810 1280 210 1600以上 －659 1100 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 1100 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150

-64 900 740 440 95 658-M64 367 467 834 1280 207 1600以上 －806 1150 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 1150 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150

L
L
1

h
h
c

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

(
L
t
)

MSTL-0566,0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

2025/10
MBLT-0042～0044,0046,0228～0230(アンカーボルト)
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3.20

2.542.75 2.69 2.64 2.59 2.332.52 2.47 2.42 2.37

3.413.67 3.61 3.54 3.47 3.123.38 3.31 3.24 3.18

3.153.40 3.33 3.26 2.883.12 3.05 2.99 2.93

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①
クローサー

釘普通コンクリート
釘

　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁
３０ ３０

Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ
梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ

ＥＡ 釘※2１５０
耐火補強筋

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン
ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大

梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ

床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＳ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ Ｌ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。 ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照

鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生３）焼抜き栓溶接 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり 3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

（４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。１.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領
(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

[耐火認定FP060FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

重ね代

重ね代

※４

※４

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。
　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　 ※４ 床の面内水平力伝達については別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し □1.6

デッキプレート種類 板厚(mm) 表　面　処　理

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) 

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

[ □Y18   □Y27 ]□ＱＬ９９-７５

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

□（　　　）□１００□９５□９０□８５□７０ ｍｍ□６０

 種  　　　     類
 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上)

[ □１種   □２種 ]
2

 □軽量コンクリート

材料／コンクリート

　Ｄ１３-＠３００

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 □ 異 形 鉄 筋  ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

□φ６-７５×７５
□（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

材料／溶接金網・異形鉄筋

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

JIS B 1198

（各長さ・ピッチは特記による　）
□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２

接合箇所は特記による
下記焼抜き栓溶接の項による

□頭付きスタッド

□打込み鋲
□その他

接　　　合

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別

連続
単純

耐火補強筋

要

要

認定番号

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

耐　　　火

 その他：

□

支 保 工 有 無

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

特　　　記

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

梁 と の 接 合

QL99-50
QL99-75

床１時間

床２時間

単純

連続

普通/軽量
不要

不要

□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

注）床２時間は床１時間耐火を含む

 　 耐火補強筋

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ)
施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2
注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、

支
持
条
件

支
持
条
件

単純(内法)単純(内法)
表面処理が亜鉛めっきの場合

２連続２連続

３連続３連続

【単純支持】

【連続支持】

S造・施工時のスパンの取り方

スパン

スパン スパン

アクセサリー

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）

ハンガー金具

４
０

１８５

２
８

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）

Ａw ＝（　　　　）mm １.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

デッキプレートスパン方向
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

焼抜き栓溶接

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

*1

*1 線形6㎜以上を用いたもの

*2

*2 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

3.373.61 3.55 3.48 3.42 3.073.31 3.24 3.18 3.13

4.074.30 4.24 4.18 4.13 3.734.02 3.96 3.91 3.83

3.834.05 3.99 3.93 3.88 3.583.78 3.73 3.68 3.63

注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。
２０２６／０３／１７
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　記事
富山県黒部市田家新899-1 工事名称 日付 図面番号くろべ工房 石田　新築工事 2026.06
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計 Ｆａｘ (0765)57-2280 A1:
図面名称 縮尺 構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

A3:

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

S-10

■ＱＬ９９-５０
■1.2

 ■普通コンクリート
 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 溶 接 金 網

■焼抜き栓溶接

 ■ 無    □ 有 

■φ６-１５０×１５０
□φ６-１００×１００

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06

A1:

A3:
ウルトラコラム工法　特記仕様書

S-11

XL: 合格判定値

　採取し、強度をその箇所の強度とする。

/水　固化材比

固化材添加量

＜5＞固化材液の配合

止翼(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、

・本地業は、本特記仕様書によるほか、

§3.一般事項

能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法とする。

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術性

§2.特記事項

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

のセメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防

本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状

§1.工法概容

①施工サイクル ： １サイクル

④固化材スラリーの吐出量 ： 固化材の配合、貫入速度、羽根切り回数

③掘進、引き抜き速度 ： 1m／分以下

②羽根切り回数 ： 450回／m以上

　求まる値以上

§6.品質管理

＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して）

①検査対象層群は、概ねコラム100本を1単位とし、層厚50cm以上の土層

　毎に検査対象層を決める。

②検査対象層は（ ）であり設計対象層を（ ）とする。

③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。

④調査ヶ所数（検査対象群に対して）

検査手法A
頭部コア試験

全長コア試験

＜2＞採取位置

D/2 D/2

D D

▼GL ▼GL

＜3＞ボーリングコア採取率（連続性の確認）

＜4＞合否の判定

①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。1箇所あたり3個の供試体を

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

③検査手法Aによる品質検査

コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％以上と

し、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土系で85％以

上とする。(塩ビ管などを代用する場合もある)

XN≧XL＝Fc+Ka・σd＝Fc+Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

XN: Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

XL

Fc: 設計基準強度

Ka: 合格判定係数

σd: 標準偏差

抜取りヶ所数 N

合格判定係数 Ka 1.9

1 2

1.7 1.6

3 4～6

1.5 1.4

7～8 9～

1.3

合格判定係数

＜5＞未固化改良体の比低抗測定

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮試験結

果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度方向の

分布を測定する。

検査数量は、1検査対象層群毎に1箇所以上かつ、50コラム毎に1箇所以上

とする。

箇所

工法

設計基準強度

コラム径
（mm） （m）

掘削長
（m）
改良長 空堀長

（m）
本数

（本）

KN/㎡

ウルトラコラム工法

Fc=

3
kg/m

％

箇所

箇所

kN/㎡

§5.施工仕様

頭部コア 全長コア

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

特に、未固化改良体に対する比抵抗測定を実施する事で品質の確保を図る。

※１箇所当り３個のコア採取を標準とする。          

※検査対象群にて抜取箇所数分のコアを採取をする。

Xl

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｌで除して、次式に

＜4＞室内配合強度

＜3＞配合強度

採取箇所数　N  

Vc

変動係数
30％

35％

25％ 2.163

2.597

3.160 2.649

2.240

1.918 1.815

2.448 2.265

1.961

1.719 1.651

1.869

2.140 2.037

1.792

1.594

9～7～84～6321

t

　する。

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認

定する。

上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量を決

固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類以

＜2＞固化材

§4.コラム仕様

員の承認の上に変更することができる。

ついて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等に

コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。

＜2＞設計変更

通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱いに精

＜1＞施工業者

＜1＞設計基準強度

割増係数αtは、合格率80％とした下表による。

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数α

コラムの設計基準強度はFc=

を用いて、次式による。　　Xf=αt×Fc

よる。　　Xl=Xf/αfl  （αfl=0.7）

kN/㎡

kN/㎡とする。

2.095

「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

(2018年11月30日 一般財団法人 日本建築センター、

　一般財団法人 ベターリビング、以下指針という)による。

Vd: 変動係数（= Vc）

比抵抗測定☆

報国エンジニアリング株式会社
〒939-2753 富山県富山市婦中町笹倉591番地1 ブロード朝野テナント1階

TEL:076-461-3303  FAX:076-461-3302

1200

3592

※

60

※ 事前配合試験結果より決定とする。

粘性土 粘性土

2

1

2145

2

1000

 800

合計

2.90

2.90

1.60

1.60

1.30

1.30

24

51

1200

75

GBRC性能証明 第08-06号

ウルトラコラム工法　特記仕様書
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構　造

S-12
１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口　朋文

くろべ工房 石田　新築工事
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▽支持層=GL-2.900m
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地質調査資料 NS
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山口設計
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A3:1/200

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造

S-13
１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事 2026.06
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２．<　　>内数値は、GLからの基礎下端レベルを示す

６．特記無き土間天端＝1FL-20

１．特記無き基礎下端＝GL-1,300

５．特記無き柱型・地中梁天端＝GL-200
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基礎地中梁伏図　　　1/100

FCG1

FC
G
1

３．特記無き基礎下地盤改良下端＝GL-2,900

FS1天端=1FL-1,270

４．基礎下地盤改良は、スラリー系機械撹拌式深層混合処理工法

　　(ウルトラコラム工法)とする

FC2 FC1 FC1
FC2

1,000

F4

F3

F2

F1

本数コラム径符号 コラム実長 コラム天端

1,000

1,000
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GL-1,420

GL-1,300

GL-1,300

GL-1,300

GL-1,300

1,480

1.設計地耐力 Fe=150kN/㎡ (長期:基礎底)

2.コラム設計基準強度 Fc＝1,200 kN/㎡

F
G3

　　セメント系固化材添加量：80 kg/ｍ3

９．建物内部土間砕石下は、浅層混合処理工法による地盤改良h=900とする

７．詳細な床レベルは、意匠図による

８．外部土間範囲・レベルは、外構図による

　　固化剤は、六価クロム対応品とする

　　配合試験において、六価クロム溶質試験を行うこと

敷地境界線

　固化材添加量 ***kg/ｍ3

3.コラム下端＝GL-2,900

　（事前配合試験結果より決定とする）

4 ,
87
8

5,373
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３．小梁は大梁+50とし、勾配にあわせること

４．折版方向は、　 とする

２．梁天端レベルは、勾配なりとする

１．特記無き屋根ブレース　　　　は、V1とする

2階柱R階梁伏図　　　1/100

共通事項

　　取付く小梁の下端揃えとする

５．吊具受材は、□-100x100x3.2(2PL-6 中ボルト 2-M12)とし、

４．吊具受材は、□-100x100x3.2(2PL-6 中ボルト 2-M12)とし、

1階柱2階梁伏図　　　1/100

共通事項

１．(　　)内数値は、2SLからの梁天端レベルを示す

２．特記無き床は、DS1とする

３．デッキプレート方向は、　 とする

　　取付く小梁の下端揃えとする

ハッチ部:屋上デッキ(将来対応)
(デッキ200N/㎡+デッキ下地150N/㎡)

3,000 3,000 3,000 3,300 3,300 2,833.33 2,833.33 2,833.33

ハッチ部以外:太陽光パネル(将来対応)
(250N/㎡)
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3.特記無き柱型・地中梁天端＝GL-200
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1-D131-D13

Y1 Y2

6,200 Y3通りまで 10,300

1
2
0

5
0

1
2
0

50

1-D13

D10 @200(S)
タテヨコ共

2
5
0

20
0

▽GL

▽地中梁天端

▽1FL2
1
0

土間コンクリート

地盤改良

(H=900)

2
50

2
00

▽GL

▽地中梁天端

▽1FL

地盤改良(H=900)

2G500H1



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

A1:1/100

A3:1/200

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事

軸組図2

S-16
2026.06
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1
,
30

0

▽基礎下端

1,500

Y1

6,200

Y2 Y3

X1通り軸組図　　　1/100 16,500

10,300

1,
3
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▽基礎下端
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Y2 Y3
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FG3

2G500H2CG1

1
5
0

1C1

CG1

15
0

梁下フカシ

共通事項

3.特記無き柱型・地中梁天端＝GL-200

650

1,050

J

F5 F1 F8

F5 F3 F7

F5 F4A F8

F4 F2 F6

F5 F3 F7

1C2

2C2

1C2

2C2

1C2

1.特記無き　　　は、胴縁:C-100x50x20x2.3 @450 を示す

2.特記無き　　　は、c:□-100x100x3.2 を示す

b

b

bb2C2

RG488

2G4882G500

RG500

2G500

RG488



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事

共通事項

１．設計地耐力 Fe=150kN/㎡（長期：基礎底）

基礎リスト　　　1/40

▽GL

符 号

位 置

FG1

全断面 全断面

FG2

全断面

FG3

Ｄ

Ｂ

腹 筋

STP

下端筋

上端筋

B×D

断 面

2
0
0

2-D10

350×700

3-D25

3-D25

　 -D13 @200

2-D10

350×700

3-D25

　 -D13 @200

2-D10

350×700

3-D25

3-D25

　 -D13 @200

3-D25

5
0

60

中央

FG4

Y2端 Y3端 全断面

FCG1

全断面

FB1

全断面

FB2

＊カットオフ位置は柱面から3,500とする

符 号

B×D

主 筋

HOOP

FC1,FC2

3

B

710×710

8-D25

□-D13 @100

3D

断 面

2-D10

　 -D13 @200

500×700

5-D25

5-D25

5-D25

5-D25

10-D25

 5-D25

2-D10

3-D25

3-D25

　 -D13 @200

2-D10

300×600

3-D19

3-D19

　 -D10 @200

2-D10

300×600

3-D19

3-D19

　 -D10 @200

RC部材リスト

S-17

450×700

　　処理工法(ウルトラコラム工法)とする

２．基礎下地盤改良は、スラリー系機械撹拌式深層混合

３．コラム設計基準強度 Fc＝1,200 kN/㎡

▽GL

▽GL

共通事項

１．巾止筋 D10 @1,000以内

地中梁リスト　　　1/40

共通事項

柱型リスト　　　1/40

１．特記無き柱型天端＝GL-200

F1

1
,
30

0

7
0
0

40
0

20
d

ハカマ筋
縦横 D13 @300

20
0

18
 
- 

D
19

21 - D1615 - D13

10
 
- 

D
13

4,200

下端筋上端筋

F2
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d

ハカマ筋
縦横 D13 @300
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1
5 

-
 D

1
9
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1
1 

-
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1
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下端筋上端筋
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-
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9
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3
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3 

-
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1
6

2,500
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＊(   )内寸法は F4A を示す
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1
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４．その他詳細はコラム特記仕様書による。

▽GL

5
0▽BPL下端

2
00

△地中梁天端

▽1FL

25
0

用心鉄筋 タテ 8-D13用心鉄筋
HOOP D10@150

土間補強筋
タテ、ヨコ、ナナメ筋

2-D13(L=1,500)

土間コンクリート

柱縁切りスタイロフォーム ア25
地中梁天+200から1FL間の
施工とする

地中梁上増打ち

柱脚廻り養生根巻・土間補強要領　　1/30

土間補強筋
タテ、ヨコ、ナナメ筋

2-D13(L=1,500)

土間コン及びスラブ下端まで
柱養生根巻コンクリート

柱縁切りスタイロフォーム ア25
地中梁天+200から1FL間の
施工とする

用心鉄筋 タテ 8-D13
　　　　 HOOP D10@150

1
5
0

1,500

Y1

1
5
0

▽2FL

△2SL

1-D13

1-D13

1-D10 D10 @200

40d

ベランダ立上り配筋要領　　1/30

A1:1/40,1/30

A3:1/80,1/60

2026.06

　　固化材添加量 ***kg/ｍ3（事前配合試験結果より決定とする）



　記事
図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
ｔｅｌ (0765)52-1180

山口設計

富山県黒部市田家新899-1

A1:1/100

A3:1/200

<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事

DS1 QL99-50-1.2
大梁上補強筋:D10 @200 L=1500

符　号 断　面 備　考

鉄骨部材リスト

符　号 断　面 備　考符　号 断　面 備　考

スタッドジベル取付要領

16φ @300 16φ @300 ダブル

大　梁 小　梁

16φ @300 16φ @300 ダブル

小梁ジョイント

大梁ジョイント

デッキ受 ＦＢ－９ｘ５０50 ｐ ｐ ｐ ｐ 50ｅ ｅｅ ｅ〃 〃
ｐ＝６０，ｅ＝４０ 50 ｐｐ ｐｐ 5010 ｅ ｅｅ ｅ

10
Ｆ　巾

7
0

200  120;
ａ 175  1051

4
0

3
5
0

;

;150  907
0

;125  75

;100  56

50 ｐ ｐ ｐ ｐ 50ｅ ｅｅ ｅ〃 〃
ｐ＝４５，ｅ＝４０ (A)10 Ｆ.Ｊ.ＰＬｅｅｅｅＦ.ＨＴＢ Ｆ　巾(B)Ｆ.Ｊ.2ＰＬ10

50；1254
0

; 15060
ｅ1

5
0

3
0
0

17570 ;
ｐ

Ｗ.Ｊ.2ＰＬ 80 200;4
0

,, Ｈ 100 250;ｐ
Ｗ.ＨＴＢ 110 300;ｅ

ＨＴＢ標準ピッチ（ｐ）及びエッジ（ｅ）

ｐ＝６０，ｅ＝４０

注）リスト中のＨＴＢ本数は上図 で囲まれた本数を示す。

175以下

200以上

250以下
300以上

120 120

80 80 80 80

二面せん断

Ｗ.ＨＴＢＷ.ＨＴＢ

ｅ
ｅ ｐ Ｈｐ ｐ
〃 ｅ〃 Ｈ〃
ｐ

Ｇ.ＰＬｅ
10Ｇ.ＰＬ

ｅｅ
Ｗ.Ｊ.2ＰＬ

10
ｅ ｅｅ ｅ

Ｗ.ＨＴＢ

ｅ
ｐ Ｈ
ｐ
ｅ

Ｇ.ＰＬ
10

ｅｅ

※　特記無き小梁ジョイントは、一面せん断とする。

一面せん断

ｐ＝６０，ｅ＝４０

ＨＴＢ標準ピッチ（ｐ）及びエッジ（ｅ）

＜Ａタイプ＞ ＜Ｂタイプ＞

　１）特記無き鋼材は、SN400B、SSC400とする。

　３）内ダイアフラム鋼材は、SN400Bとする。

　２）特記無き通しダイアフラム鋼材は、SN490Cとする。

　　　及び柱板厚以上とする。

共
 
通
 
事
 
項

1C1

　４）梁フランジが直接取付ダイアフラムPL厚は、取り付く板厚の＋7mm あるいは 2サイズUP程度、

　５）柱フランジをはさんで梁フランジが取付ダイアフラムPL厚は、取付く板厚の 1サイズUPとする。

　６）高力ボルトは、 S10Tとする。

　７）特記無きA.BOLTは、U型フック付・ダブルナット締とする。

　８）溶融亜鉛メッキ部の高力ボルトは、メッキボルト（認定品F8T）とし、

　　　接合面は、すべり係数 0.40 以上のブラスト処理を行うこと。

　９）特記なき大梁ジョイント部は、同部材に同じとし、「SCSS-H97」による保有耐力接合とする。

　10）(A),(B)は、小梁ジョイントタイプを示す。

ハイベースNEO EB350-4-30□-350×350×16  (BCR295)
ジョイントリスト参照

B496a GPL-12 HTB 2x4-M20 ﾖｺ@60 ﾀﾃ@90 (B)

B446a

Ｈ-496×199× 9×14  (SS400)

Ｈ-446×199× 8×12  (SS400) GPL-12 HTB 6-M20 ﾀﾃ@60 (B)

折版

折版受 Ｃ-100×50×20×3.2

t=0.8+0.6

t1

2C-100×50×20×2.3t2 GPL- 6 HTB 2x1-M16 ﾖｺ@60 (B)

踏面:PL-6  (SS400)
屋内階段 ササラ桁:PL-22×300  (SS400)

BPL-25×150×350  A.BOLT 2-M16 La=320（フック付き）
GPL-12 HTB 3-M20

□-350×350×12  (BCR295)1C2

□-350×350×12  (BCR295)

□-350×350×12  (BCR295)

2C1

2C2

ハイベースNEO EB350-4-30

Ｈ-588×300×12×20 ジョイントリスト参照2G588

ジョイントリスト参照2G488 Ｈ-488×300×11×18

ジョイントリスト参照Ｈ-500×200×10×162G500

ジョイントリスト参照2G500H1
中央:Ｈ-500×200×10×16
X4端:Ｈ-588～500×200×10×16
　　 (ハンチ位置 柱面から900)

X3,X5端:Ｈ-500×200×10×16

ジョイントリスト参照
B396a

Ｈ-396×199× 7×11  (SS400)B396 GPL- 9 HTB 5-M20 ﾀﾃ@60 (B)

GPL- 9 HTB 2x3-M20 ﾖｺ@60 ﾀﾃ@120 (B)

B340 Ｈ-340×250× 9×14  (SS400)

Ｈ-346×174× 6× 9  (SS400)

Ｈ-346×174× 6× 9  (SS400)

B346 GPL- 9 HTB 4-M20 ﾀﾃ@60 (B)

B346a
ジョイントリスト参照
GPL- 9 HTB 2x3-M20 ﾖｺ@60 ﾀﾃ@90 (B)

踏面:CPL-6
踊場床補強根太:FB-6×50(SS400) @≒400

屋外階段

GPL-12 HTB 4-M20 ﾀﾃ@60 (B)

ジョイントリスト参照
中央:Ｈ-500×200×10×16

2G500H2 Y1端:Ｈ-500×200×10×16

Y2端:Ｈ-588～500×200×10×16

Ｈ-396×199× 7×11  (SS400)

Ｈ-248×124× 5× 8  (SS400)

ジョイントリスト参照Ｈ-488×300×11×18RG488

ジョイントリスト参照Ｈ-500×200×10×16RG500

ジョイントリスト参照

ジョイントリスト参照

Ｈ-340×250× 9×14  (SS400)

Ｈ-350×175× 7×11  (SS400)

ジョイントリスト参照

CG1

CG2

踊場床補強根太:FB-6×50(SS400) @≒400

亜鉛メッキ

大梁(G梁)端:GPL-12 HTB 2x2-M20 ﾖｺ@60 ﾀﾃ@100 (B)

ジョイントリスト参照
小梁(B梁)端:GPL- 9 HTB 3-M20 ﾀﾃ@60 (B)

鉄骨部材リスト

S-18

B200 Ｈ-200×100×5.5×8  (SS400) GPL- 6 HTB 2-M16 ﾀﾃ@60 (B)

B298a
ジョイントリスト参照
GPL-12 HTB 2x3-M20 ﾖｺ@60 ﾀﾃ@60 (B)Ｈ-298×149×5.5×8  (SS400)

B298 Ｈ-298×149×5.5×8  (SS400) GPL- 9 HTB 3-M20 ﾀﾃ@60 (B)

B248 GPL- 9 HTB 3-M20 ﾀﾃ@60 (B)Ｈ-248×124× 5× 8  (SS400)

ジョイントリスト参照
B200W GPL- 9 HTB 2-M20 ﾀﾃ@60 (B)Ｈ-200×200× 8×12  (SS400)

GPL- 9 HTB 3-M20 ﾀﾃ@60 (B)B300 Ｈ-300×150×6.5×9  (SS400)

　　 (ハンチ位置 柱面から650)

ササラ桁:PL-16×250  (SS400)
BPL-22×150×300  A.BOLT 2-M16 La=320（フック付き）

　　 モルタル t=40 WM 6φ-100x100

Ｈ-200×200× 8×12  (SS400)

GPL-12 HTB 2-M20 (F8T)

CB1A

P1 Ｈ-150×150× 7×10  (SS400) GPL- 9 HTB 2x1-M20
BPL-16×250×200  A.BOLT 2-M16 La=320（フック付き）

V1

V2

1-M22  (SS400) GPL-12x80 HTB 1-M22 ターンバックル付

1-M20  (SS400) GPL- 9x80 HTB 1-M20 ターンバックル付

1-M16  (SS400)   亜鉛メッキ

タテ胴縁 GPL-6 中ボルト 2-M12

a GPL-6 中ボルト 2-M12

GPL-6 中ボルト 2-M12

GPL-6 中ボルト 2-M12

Ｃ-100×50×20×2.3  @450

b

c

□-100×100×6.0  (STKR400)

2□-100×100×6.0  (STKR400)

□-100×100×3.2  (STKR400)

V3A

先端 亜鉛メッキ

Ｈ-100×100× 6× 8  (SS400) GPL- 6 HTB 2x1-M16 ﾖｺ@60 (B)B100W

Ｈ-200×100×5.5×8  (SS400)B200A
亜鉛メッキ

GPL- 6 HTB 2-M16 (F8T) ﾀﾃ@60 (B)

大梁上補強筋要領

柱

大梁上補強筋:D10 @200 L=1500

柱廻り補強筋:2-D13 L=1500

柱

柱廻り補強筋要領

2026.06

コンクリート(Fc21)山上80mm  6Φ#150　焼抜栓溶接

柱廻り補強筋:2-D13 L=1500 (柱周囲4カ所)

　　　　　　 (柱周囲4カ所)

GPL- 9x70 HTB 1-M20 (F8T) ターンバックル付
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図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
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<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文

くろべ工房 石田　新築工事

ジョイントリスト
A1:1/30

A3:1/60

S-19

B300

B298

2G500H1

50
25

150

50

22
53

3
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5
0
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1
2
5

階段柱脚要領　　1/30

U型フック付、ダブルナット締

A.BOLT 2-M16 La=320(SS400)

BPL-25×150×350(SS400)

Y1 Y2
屋内階段詳細図　　1/30

1,910 510

6,200

3,780

BPL-25×150×350

A.BOLT 2-M16 La=320

3
0
0
5
0

△BPL下端

300

踊場床補強根太:FB-6×50 @≒400

GPL-12 HTB 3-M20

ササラ桁:PL-22×300

踏面:PL-6
　　 モルタル t=40
　　 WM 6φ-100x100

30
0

PL-22

PL-12GPL-12
HTB 3-M20

PL-12

踊場床補強根太:FB-6×50 @≒400

300

BPL-22×150×300

A.BOLT 2-M16 La=320

Y2

1
5
0
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8
00
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▽2FL

▽2SL

▽GL

△BPL下端

780

3
0
010
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0

5
0

50

H-200×100×5.5×8

PL-16

GPL-6 HTB 2-M16(F8T)

PL-16

GPL-12 HTB 2-M20(F8T)

踊場床補強根太:FB-6×50 @≒400 GPL-12 HTB 2-M20(F8T)

ササラ桁:PL-16×250

踏面:CPL-6

250

屋外階段詳細図　　1/30

2,5804,420

階段柱脚要領　　1/30

U型フック付、ダブルナット締

BPL-22×150×300(SS400)

A.BOLT 2-M16 La=320(SS400)

PL-16

GPL-12 HTB 2-M20(F8T)

GPL-6 HTB 2-M16(F8T)

H-200×200×8×12

GPL-6 HTB 2-M16(F8T)

PL-16

FB-6×50

PL-9

2G488

J

80010

25

1,722

J

10600

X1

B298

GPL-9 HTB 2-M20

H-200×200×8×12PL-19

B200W

3,000

PL-92
88
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25
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16
59

250

2,
5
23

1,
0
27

2
5
0

3
,5

5
0

1
5
0

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽2SL

1.特記無き鋼材は SS400 とする

2.鉄部は、亜鉛メッキとする

共通事項

1.特記無き鋼材は SS400 とする

共通事項

2.特記無き高力ボルトは S10T とする

B200A

CB1A CB1A
PL-6

CB1A

1.特記無き鋼材は SS400 とする

共通事項

2.特記無き高力ボルトは S10T とする

3.　　　は、亜鉛メッキ部を示す

CB1A,B200W剛接合要領　　1/30

踏面:CPL-6

PL-16

符　号

位　置

共通事項

ジョイントリスト　　　1/30

両 端 両 端 両 端
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中央:H-500×200×10×16

X4端:H-588～500×200×10×16

Y1端:H-500×200×10×16
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Y2端:H-588～500×200×10×16
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40 40
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4
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6-M208-M20GPL-12

40

12
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H-298×149×5.5×8 (SS400)
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(
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5
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両 端 大梁(G梁) 端 小梁(B梁) 端
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H-248×124×5×8 (SS400)
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0
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１．特記無き鋼材は、SN400Bとする

２．特記無き高力ボルトは、S10Tとする

３．スプライスプレートは、母材と同材質とする
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H-200×200×8×12 (SS400)

2PL-6 4-M20

6
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1
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4
0
4
0

4040

290

6060

CB1A B200W

両 端 両 端

6-M20 (F8T)

4-M20 (F8T)

H-200×200×8×12 (SS400)

(先端 亜鉛メッキ)

2026.06
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図面番号

縮尺図面名称

工事名称 日付

Ｆａｘ (0765)57-2280
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<構造設計者>佐藤建築構造事務所　佐藤順吾　(一級建築士登録 第349560号・構造設計一級建築士 第9878号)

構　造１級建築士登録　第362617号　管理建築士　山口 朋文
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S-20
鉄骨架構詳細図

A1:1/30

A3:1/60

2026.06
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H-350×175×7×11
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PL-25(SN490C) PL-19(SN490C)
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H-500×200×10×16(SN400B)
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Y3通り鉄骨架構詳細図　　1/30
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X4通り鉄骨架構詳細図　　1/30
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共通事項

１．特記無き鋼材は、SS400、SSC400とする。

２．特記無き高力ボルトは、S10Tとする。

GPL-9
HTB 4-M20

GPL-12
HTB 4-M20

B340

B346

デッキ受:
L-100×75×7

ベランダデッキ受要領(1)　　1/30
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B100W(EV上)取付要領　　1/30

吊材:L-65×65×6
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方杖:L-50×50×4
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B断面図　　1/30
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可働間仕切受材取付要領　　1/30
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  同様とする
* Y1通りCG2-B346接合部も

▽水上
B346 HTB 4-M20

GPL-9


